各　位

拝啓　時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

　昨年は、日韓国交正常化４０周年を記念した「日韓友情年２００５」であり、日韓両国で、幅広い分野において数多くの記念イベントが実施されました。私が委員長を務めさせて頂いた「日韓友情年２００５」実行委員会も、５つのイベントを主催しました。その中でも昨年９月半ばに、ソウル市内の大学路（ﾃﾊﾝﾉ）で行われました「日韓交流おまつり」には、両国から多くのお祭り団体が参加し、約５万人の観衆から盛大な拍手と声援を浴びました。日韓両国民が共に企画し、準備し、作り上げた「おまつり」を通じて、多くの人々が感動を共有することができました。

　我々は、この「おまつり」を一回限りの記念イベントとして終わらせるのではなく、継続することにより、市民交流、地方交流を更に深めていきたいと考えます。両国民が「おまつり」を通じて、それぞれの伝統と現代を感じることができれば、両国民の相互理解は更に深まっていくものと確信します。

「日韓交流おまつり２００６」実行委員会は、本事業を両国民の交流を促進する契機にしていきたいと考えます。そのために、両国の将来を担う若者の積極的な参画を呼びかけながら、日韓両国で共に成功に向け、協力していきたいと考えます。

　この「おまつり」は、日韓外相会談で度々言及されている他、先般、北側国土交通大臣及び金明坤(ｷﾑ･ﾐｮﾝｺﾞﾝ)文化観光部長官が発表した「２００６日韓観光交流拡大共同事業」に関する共同声明においても、大きなイベントとして位置付けられています。

　皆様方におかれましては、経済情勢の厳しい折に大変恐縮ではございますが、「おまつり」事業の趣旨にご賛同頂き、募金へのご協力をお願い致したく存じます。

敬具

２００６年５月吉日
　　　　　　　　　　　　　　　　　｢日韓交流おまつり２００６｣実行委員会
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　　　　　　　　　日本側委員長
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